
     

二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
度 

 

昭
和
文
学
会 

第
五
七
回
研
究
集
会 

 

会
場 

早
稲
田
大
学 
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス 

一
四
号
館
五
〇
一
教
室 

 
 
 
 

〒
一
六
九
―
八
〇
五
〇 

東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
一
―
六
―
一 

 日
時 

一
二
月
一
三
日
（
日
）
午
後
一
時
よ
り 

 

 

開
会
の
辞  

 
            

  

国
際
教
養
学
術
院
院
長 
エ
イ
ド
リ
ア
ン
・
ピ
ニ
ン
グ
ト
ン 

 

【
研
究
発
表
】 

川
端
康
成
「
美
し
い
旅
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

堀
内 

京 

―
―
正
編
と
続
編
の
断
層
―
― 

 

戦
時
下
に
お
け
る
林
房
雄
の
小
説                       

 
 
 
 

 

川
崎 
秋
光 

 

『
真
空
地
帯
』
再
読                                
 
 
 
 

高
野 

真
理
子 

―
―
意
味
生
成
の
場
と
し
て
の
兵
営
―
― 

 

大
江
健
三
郎
『
水
死
』
に
お
け
る
語
り
の
構
造                      

池
沢 

充
弘 

―
―
「
僕
」
か
ら
「
私
」
へ
の
書
き
直
し
に
つ
い
て 

 

司
会 

 

西
田 

一
豊
・
山
口 

政
幸
・
中
村 

と
も
え
・
滝
口 

明
祥 

  

※ 

終
了
後
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
・
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
＆
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
１
２
５
に
て
懇
親
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

予
約
は
不
要
、
当
日
受
付
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。



【
発
表
要
旨
】 

川
端
康
成
「
美
し
い
旅
」
―
―
正
編
と
続
編
の
断
層
―
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

堀
内 

京
（
ほ
り
う
ち
・
み
や
こ
） 

川
端
康
成
は
、「
美
し
い
旅
」
を
一
九
三
九
年
七
月
か
ら
四
一
年
四
月
に
か
け
て
「
少
女
の
友
」
に
連
載
し
た
。
ま
た
、
同
年
九
月
か
ら
四
二
年

一
〇
月
に
は
続
編
を
同
雑
誌
に
発
表
し
た
。「
美
し
い
旅
」
は
、
盲
聾
唖
の
少
女
花
子
を
中
心
に
展
開
さ
れ
る
。
一
方
、
続
編
で
は
花
子
の
存
在
は

後
退
し
、
花
子
の
教
育
を
司
る
予
定
の
あ
る
聾
学
校
教
員
、
月
岡
先
生
の
満
州
紀
行
に
関
す
る
記
述
が
増
加
し
、
未
完
の
作
品
と
し
て
閉
じ
ら
れ

る
。
続
編
は
、「
美
し
い
旅
」
を
単
行
本
化
す
る
際
に
も
収
録
さ
れ
ず
、
川
端
の
存
命
中
に
は
一
度
も
刊
本
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
本

発
表
は
、
続
編
部
分
を
再
評
価
す
る
こ
と
で
、
続
編
が
一
定
期
間
捨
象
さ
れ
て
い
た
意
味
を
考
え
た
い
。
加
え
て
、
こ
れ
ま
で
「
少
女
の
友
」
と

い
う
初
出
誌
の
特
性
か
ら
、
作
中
の
少
女
た
ち
が
注
目
さ
れ
て
き
た
本
作
品
に
お
い
て
、
花
子
に
盲
聾
唖
教
育
を
ほ
ど
こ
そ
う
と
奮
闘
し
、
花
子

の
兄
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
達
男
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
小
説
の
構
造
を
捉
え
直
す
こ
と
も
試
み
た
い
。           

（
千
葉
大
学
大
学
院
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

戦
時
下
に
お
け
る
林
房
雄
の
小
説 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
崎 

秋
光
（
か
わ
さ
き
・
あ
き
み
つ
） 

極
端
な
転
向
者
と
し
て
知
ら
れ
る
林
房
雄
は
戦
後
、
小
田
切
秀
雄
ら
左
派
系
の
文
人
に
よ
っ
て
非
難
さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
小
説
を
著
し
た

の
か
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
発
表
で
は
代
表
作
『
青
年
』
の
続
編
で
あ
り
な
が
ら
、
第
二
部
ま
で
で
中
絶
し
た
と
思
わ
れ
て
き
た
『
壮

年
』
の
第
三
部
（『
満
州
日
日
新
聞
』
一
九
四
一
年
三
月
一
一
日
～
一
一
月
二
七
日
）、
そ
の
次
に
書
か
れ
た
も
の
の
、
張
作
霖
爆
殺
事
件
の
描
き

方
か
ら
初
版
が
出
版
禁
止
と
な
っ
た
『
青
年
の
国
』（『
満
州
日
日
新
聞
』
一
九
四
二
年
二
月
二
四
日
～
一
九
四
三
年
一
月
一
八
日
）、
戦
後
も
刊

行
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
『
剣
と
詩
―
廿
年
後
の
大
東
亜
』（『
毎
日
新
聞
』
一
九
四
四
年
八
月
一
九
日
～
一
九
四
五
年
二
月
一
五
日
）
と
い
っ

た
作
品
を
通
し
、
林
に
と
っ
て
の
転
向
と
小
説
に
表
れ
た
そ
の
影
響
を
考
察
す
る
。「
転
向
者
の
権
威
」（『
文
学
時
標
』
松
本
正
雄
一
九
四
六
）

と
呼
ば
れ
た
林
だ
が
、
ア
ジ
ア
各
地
を
訪
問
し
取
材
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
評
価
で
は
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
一
面
を
見
て
い
き
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
首
都
大
学
東
京
大
学
院
） 

 

『
真
空
地
帯
』
再
読
―
―
意
味
生
成
の
場
と
し
て
の
兵
営
―
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

高
野 

真
理
子
（
た
か
の
・
ま
り
こ
） 

本
発
表
で
は
野
間
宏
の
『
真
空
地
帯
』(

一
九
五
二
、
河
出
書
房)

に
つ
い
て
、
兵
士
間
の
や
り
と
り
に
お
け
る
身
ぶ
り
・
発
話
の
解
釈
の
多
義

性
に
注
目
し
な
が
ら
、
兵
営
に
お
け
る
意
味
と
人
間
関
係
の
生
成
プ
ロ
セ
ス
を
追
っ
た
作
品
と
し
て
再
読
を
試
み
る
。
本
作
は
こ
れ
ま
で
権
力
へ

の
絶
対
的
服
従
が
強
い
ら
れ
る
兵
営
内
部
の
様
子
を
克
明
に
描
い
た
作
品
と
し
て
理
解
さ
れ
て
お
り
、
秘
か
に
厭
戦
思
想
を
抱
く
曽
田
の
独
白
や
、

木
谷
の
暴
力
的
抵
抗
に
着
目
し
た
軍
隊
批
判
の
契
機
が
そ
の
評
価
を
分
け
て
来
た
。
こ
の
よ
う
な
読
解
は
発
表
当
時
佐
々
木
基
一
や
大
西
巨
人
ら

に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
て
以
来
、
今
日
ま
で
温
存
さ
れ
て
い
る
。
本
発
表
で
は
意
味
生
成
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
、『
真
空
地
帯
』
が
軍
隊
批
判

に
限
ら
ず
集
団
に
お
け
る
意
味
と
関
係
の
社
会
的
生
成
を
広
く
射
程
に
入
れ
た
問
題
意
識
に
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
こ
う
し

た
『
真
空
地
帯
』
再
読
は
、
従
来
「
文
学
」
か
ら
政
治
的
な
大
衆
路
線
へ
の
転
換
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
野
間
の
一
九
四
〇
年
代
か
ら
一
九
五

〇
年
代
に
か
け
て
の
活
動
や
関
心
を
結
び
つ
け
る
契
機
に
な
る
だ
ろ
う
。  

 
 
 

                 

（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
大
学
院
） 

 

大
江
健
三
郎
『
水
死
』
に
お
け
る
語
り
の
構
造
―
―
「
僕
」
か
ら
「
私
」
へ
の
書
き
直
し
に
つ
い
て 

池
沢 

充
弘
（
い
け
ざ
わ
・
み
つ
ひ
ろ
） 

二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
大
江
健
三
郎
は
自
ら
「
後
期

レ

イ

ト

の ・

仕
事

ワ

ー

ク

」
と
呼
ぶ
一
連
の
作
品
を
通
し
て
、
自
身
の
過
去
の
著
作
の
批
判
的
な
「
読
み
直

し
・
書
き
直
し
」
を
試
み
、
語
り
や
描
写
と
い
っ
た
形
式
的
側
面
で
も
意
識
的
な
変
革
を
行
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
三
人
称
の

「
お
か
し
な

ス

ゥ

ー

ド

・

二
人
組

カ

ッ

プ

ル

」
三
部
作
を
経
て
用
い
ら
れ
る
に
至
っ
た
「
私
」
を
主
語
と
す
る
一
人
称
の
語
り
に
関
し
て
は
、
従
来
の
「
僕
」
を
主
語
と

す
る
一
人
称
の
語
り
と
の
相
違
や
、
何
故
「
僕
」
で
は
な
く
「
私
」
な
の
か
等
、
基
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
部
分
が
多
い
。 

そ
こ

で
本
発
表
で
は
、
特
に
『
水
死
』（
二
〇
〇
九
）
に
着
目
し
、
そ
の
一
人
称
の
語
り
の
構
造
を
、『
父
よ
、
あ
な
た
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
？
』（
一

九
六
八
）『
み
ず
か
ら
我
が
涙
を
ぬ
ぐ
い
た
ま
う
日
』（
一
九
七
一
）
と
の
比
較
を
通
し
て
分
析
す
る
。
こ
れ
ら
は
父
親
の
謎
、
蹶
起
、
母
親
と
の

確
執
な
ど
共
通
す
る
主
題
が
多
く
、
さ
ら
に
各
々
大
江
自
身
の
「
方
法
論
」
的
拘
り
が
顕
著
な
作
品
群
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
比
較
を
通
し
て
「
後
期

レ

イ

ト

の ・

仕
事

ワ

ー

ク

」
の
語
り
の
一
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
本
発
表
の
目
的
で
あ
る
。  

 
 
 
 
 
 
 
 

            

（
法
政
大
学
大
学
院
） 



 
早
稲
田
大
学 

早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス 

ア
ク
セ
ス
マ
ッ
プ 

  

Ｊ 
 

Ｒ 
  
 
 
 
 

山
手
線 

高
田
馬
場
駅
よ
り
、
徒
歩
20
分
。  

西
武
鉄
道  

 
 
 
 

新
宿
線 

高
田
馬
場
駅
よ
り
、
徒
歩
20
分
。 

地
下
鉄
東
京
メ
ト
ロ  

東
西
線 

早
稲
田
駅
よ
り
、
徒
歩
５
分
。
副
都
心
線
西
早
稲
田
駅
よ
り
、
徒
歩
17
分
。 

 
 

バ 
 

ス 
 
 
 
 
 

都
バ
ス  
学
02 
（
学
バ
ス
） 

高
田
馬
場
駅 

― 

早
大
正
門
。
都
バ
ス 

早
稲
田
停
留
所
。 

 
 

都   

電 
 
 
 
 
 

荒
川
線 

早
稲
田
駅
よ
り
、
徒
歩
５
分
。 
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